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皮膚科領域 にお けるloracarbefの 臨床的検討

加賀美 潔

京都第一赤十字病院皮膚科*

皮 膚 科領 域 の細 菌感 染症 に対 し,loracarbefを 臨床 応 用 し,そ の 有効性,安 全 性 につ い

て 検討 を行 った。 症例 の 内訳 は毛嚢 炎3例,膿 庖 性 座瘡5例,痛1例,痛 腫 症1例,伝 染性

膿痂 疹2例,蜂 巣 炎1例,リ ンパ管(節)炎2例,皮 下膿瘍1例,化 膿性 汗 腺炎1例,感 染性 粉

瘤2例,集 簇性 座瘡1例,二 次感 染5例 の計25例 であ った。

総 合 臨床 効果 は,著 効8例,有 効13例,や や有 効3例,判 定 不能1例 で 有効率87.5%で あ

った。細 菌学 的検討 で は12例 よ り起 炎菌が分 離 され,消 失7例,判 定不 能5例 であ った。

副 作 用 は下 痢1例,嘔 気 ・嘔 吐1例 が認 め られ たが,本 剤 に起 因す る と思 わ れ る臨床検

査値 異常 は認 め られな か った。
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Loracarbef(LCBF)は,協 和 醗 酵 工 業株 式 会社 にて

開発 され た新 規 な経 ロ カ ルバ セ ブ よ ム系 抗 生剤 で あ

る。 本剤 は3位 と7位 にcefaclor(CCL)と 同一 の 側鎖 を

有す る化学構 造 であ り,グ ラム陽性 菌 か らグ ラム陰性

菌 まで広 範 な抗 菌 スペ ク トル を有 し,特 にEscherichia

coli,Klebsiella pneumoniaeに 対 して はCCLに 優 る抗 菌

力 を示す 1)。また,化 学 的 に極 め て安定 で あ る こ とか

ら,経 口投 与 に よ りbioavailabilityが高 い こ とが 知 ら

れて い る 1)。今 回,皮 膚 科 領域 の細 菌感 染 症 に使用 す

る機会 を得 たの でその 有用性 につ いて報 告す る。

対象患 者 は,平 成元 年12月 ～平成3年12月 まで に当

科 を受 診 し,自 由意志 に よる本治験 に同意 の得 られた

25例 の細 菌 感 染 症患 者 で あ る。 年 齢 は16～71歳(平

均37.2歳),性 別 で は男性11例,女 性14例,疾 患 の内

訳 は 毛 嚢 炎3例,膿 庖 性 座瘡5例,痛1例,痛 腫 症1

例,伝 染性 膿痂 疹2例,蜂 巣 炎1例,リ ンパ管(節)炎2

例,皮 下膿 瘍1例,化 膿 性 汗 腺 炎1例,感 染性 粉 瘤2

例,集 簇 性 座瘡1例,二 次 感染5例 で あ った。投 与 方

法 は1回200mgを1日2～3回 で,投 与期 間 は1～16日

間 であ った。 併用 薬 は本剤 の薬効 評価 に影響 を及 ぼす

もの は避 け,穿 刺,切 開な どの外科 的処 置 も最小 限に

と どめた。 観 察 はで きる限 り,投 与 開始 日と3,5,7

日 目に行 い,効 果 判定 は,投 与開 始 日の 自他覚 症状 ・

所 見の観 察 日まで の改 善度 を指 標 と して,「 著 効」 「有

効 」「やや有 効」「無効 」の4段 階 にて判定 した。

細 菌学 的検 査 はで きる限 り投 与 前,投 与 中,投 与 後

に病 巣 か らの細菌 の分 離培養 を行 い,起 炎菌 の消長 に

よ り「消失 」「減少(一 部消 失)」「不 変」「菌交 代」の4段 階

にて判定 した。LCBFを 投 与 された症 例一 覧 をTable1

に,疾 患 群 別 臨床 効 果 をTable2に 示 した。膿 庖性 座

瘡 の1例 が投 与 開始 日に嘔気 ・嘔 吐 の ため投 与 中止 し

たので判 定不能 とされた が,疾 患群 別の 臨床効果 は1

群 で は著効2例,有 効4例,や や 有効1例 であ った。II

群 で は著 効1例,有 効1例,m群 で は2例 い ず れ も著

効,IV群 で は著 効1例,有 効2例,V群 で は有効4例,

や や有効1例,VI群 で は著 効2例,有 効2例,や や有効

1例 で あ った。 全 例 で は著 効8例,有 効13例,や や有

効2例 で 有 効率87.5%で あ った。 細 菌学 的効 果 は起 炎

菌 の判 明 した12例(17株)中 追 跡 しえ た7例(11株)す

べ て 本 剤 投 与 に よ り消 失 した。 主 な 起 炎 菌 で は

Staphylococcus aureus5株 が 最 も 多 く,MICも1.56～

6.25μg/mlに 分 布 して い た。 副 作 用 は2例 に 発 現 し

た。1例 は本剤 投 与 開始2日 目 に軽度 の下痢 を訴 えた

が無 処置 で 本剤投 与 を継 続 し,7日 間の投 与終 了 とと

もに速 やか に軽快 した。 他 の1例 は以 前 よ り胃腸障 害

を訴 えて いた症例 で,本 剤投 与 開始 日よ り,嘔 気 ・嘔

吐 を訴 え直 ちに中止 した症 例で あ る。中止 翌 日には速

や か に軽 快 した。 本剤 投 与 前後 に16例 で 臨床 検査 を

実施 した が,本 剤 に起 因 す ると思 われ る異 常変動 を示

した症例 は認 め られ なか った(Table3)。

本 剤 は,皮 膚 ・軟 部組織 感染 病巣 か らの分離頻 度の

高 いS.aureusを は じめ グ ラム 陽 性 菌 か らE.coli, K.

pneumoniaeな どの グ ラ ム陰 性 菌 まで広 い抗 菌 スペ ク

トル を有 す るこ とか ら皮膚 科領 域細 菌感 染症 に有用性

が 期待 された ので 臨 床応 用 を試 み た。検 討 症 例 は25

例 で あ っ た。1例 が 副作 用 の た め1日 で投 与 中止 した

*〒605京 都市東山区本町15 -749



VOL41 S-3
皮膚 科 領域 にお け るloracarbefの 臨床 的検討

683

Table 1.Clinical summary of loracarbef

CNS:coagulase-negative Staphylococcus
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Table 2 Summary of clinical efficacy of loracarbef

Table 3.Laboratory findings before and after treatment with loracarbef

B:before A:after
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ため判定不能とされたが全体では著効8例,有 効13

例,や や有効3例 で有効率87.5%と 優れた成績であっ

た。細菌学的効果としては起炎菌が判明した12例 の

うち追跡 しえた7例 いずれも本剤投与後消失 してお

り,起 炎菌の内訳でもS.aureusを はじめいずれも本

剤に感受性を示 していた。副作用は2例に認められた

が重篤なものではなく,臨 床検査値異常変動も認めら

れなかったことから,本 剤は皮膚 ・軟部組織感染症に

対し有用性の高い薬剤になりうることが期待された。
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Clinical study on loracarbef in the field of dermatology

Kiyosi Kagami
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The clinical efficacy and safety of loracarbef,a new oral carbacephem,was evaluated in 25

patients including 3 with folliculitis,5 with acne pustulosa,1 with furuncle,1 with furunculosis,2

with impetigo,1 with phlegmon,1 with lymphangitis,1 with lymphadenitis,1 with subcutaneous

abscess,1 with sweatgland abscess,2 with infected atheroma,1 with acne conglobata and 5 with

secondary infection.

The clinical effect was excellent in 8,good in 13,fair in 3 and unknown in 1.The efficacy rate

was 87.5%.

Bacteriological response was eradication in 7 cases and unknown in 5 cases.

As side effects diarrhea,nausea and vomiting were found in 1 case each.

No abnormal laboratory findings were observed.


